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求められる
　　大きな変革
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「私の夢のかなえ方」
講師　元ウェイトリフティング日本代表
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議
案
第
一
号

○
評
議
員
の
承
認
に
つ
い
て

新
た
に
次
の
方
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

議
案
第
二
号

○
新
規
会
員
加
入
の
承
認
に
つ
い
て

新
た
に
七
事
業
所（
次
号
一
月
号
で
紹

介
）の
会
員
加
入
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
三
号

○
参
与
の
委
嘱
に
つ
い
て

新
た
に
次
の
方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
松
任
駅
長

新
田　
晃
一　
様

※�（
委
嘱
期
間
は
令
和
七
年
十
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
り
ま
す
）

マ
ル
経
創
設
五
十
周
年

感
謝
状
を
受
け
る

小
規
模
事
業
者
向
け
の
経
営
改
善
資
金

貸
付
制
度（
通
称　
マ
ル
経
制
度
）が
昭
和

四
十
八
年
十
月
に
創
設
さ
れ
て
五
十
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、こ
れ
ま
で
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
連
携
し
な
が
ら
小

規
模
事
業
者
の
資
金
繰
り
を
支
え
て
き
た

全
国
の
商
工
会
議
所・商
工
会
に
対
し
、感

㈱ウィルバンク
代表取締役

今川　正也　氏

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
経
営
戦
略
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
講
で
は
、「
経
営
者
が
知
る
べ
き
基

礎
知
識
と
課
題
に
対
す
る
対
応
」を
テ
ー

マ
に
し
て
経
営
者
は
で
き
る
理
由
を
探
す

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、自
社
で
で
き
な
い

こ
と
で
も
外
部
で
で
き
る
人
を
探
し
た
り

す
る
な
ど
柔
軟
な
思
考
を
持
つ
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。必
要
以
上
な
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
し
ま
う
と
視
野
が
狭
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、初
め
の
う
ち
は
う
ま
く
い
っ
て

い
る
他
社
を
積
極
的
に
真
似
て
会
社
を
安

定
さ
せ
、お
客
を
掴
ん
で
か
ら
自
分
た
ち

の
特
色
を
表
に
出
し
て
い
く
よ
う
に
す
る

こ
と
も
大
事
だ
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
講
で
は
、「
今
ど
き
金
融
機
関
と
の

付
き
合
い
方
」を
テ
ー
マ
に
し
て
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
世
界
情
勢
の
中
で
今
後

の
経
営
資
金
の
作
り
方
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
補
助
金・助
成
金
の
活

用
を
挙
げ
ら
れ
、資
金
を
調
達
し
た
後
も

今
後
ど
ん
ど
ん
人
口
が
減
っ
て
い
く
中
で

お
客
さ
ん
を
呼
び
込
ん
で
い
く
か
を
考
え

る
の
が
大
事
だ
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
講
で
は「
見
え
る
こ
れ
か
ら
の
経

営
術
」を
テ
ー
マ
に
し
て
今
後
、少
子
化
が

続
い
て
い
き
人
口
が
減
っ
て
い
く
と
お
客

と
な
る
人
間
も
自
然
に
減
っ
て
い
く
事
に

な
る
た
め
、自
分
た
ち
の
商
品
を
必
要
と

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
十
七
日（
金
）の
会
員
大
会
交
流

パ
ー
テ
ィ
の
冒
頭
、日
本
政
策
金
融
公
庫

金
沢
支
店　
国
民
生
活
事
業
統
括
の
須
崎　

智　
氏
よ
り
髙
松
会
頭
へ
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。白

山
商
工
会
議
所
で
は
、日
本
政
策
金

融
公
庫
金
沢
支
店
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
、

会
員
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
と
し
て
数

多
く
の
推
薦
融
資
実
績
を
積
み
上
げ
て

き
ま
し
た
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の

�

経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

卸
小
売
業
部
会（
村
松
哲
矢
部
会
長
）

で
は
十
月
十
七
日
、三
十
一
日
、十
一
月

十
四
日
、二
十
八
日
の
四
回
に
わ
た
り
、税

理
士・行
政
書
士・経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

で
あ
る
山
根
敏
秀
氏
を
講
師
に
迎
え「
ア

部
会
だ
よ
り

卸
小
売
業
部
会

十
一
月
十
七
日（
金
）、白
山
市
松
任
文

化
会
館
ピ
ー
ノ
に
て
、第
三
十
三
回
会
員

大
会
を
開
催
し
、石
川
県
知
事
代
理
の
成

瀬
英
之
県
商
工
労
働
部
次
長
や
田
村
敏
和

白
山
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
並
び

に
会
員
約
一
五
〇
名
に
ご
参
加
頂
き
ま
し

た
。開

会
に
あ
た
り
、髙
松
会
頭
よ
り「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
引

き
下
げ
ら
れ
、社
会
経
済
活
動
が
活
発
化

し
て
き
た
一
方
で
、円
安
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
物
価

高
や
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
な
ど
、厳
し

い
経
営
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、慢
性
的
な
人
手
不
足
に
対
応
し

た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
や
、環
境
に
配
慮
し

た
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
な
ど
、経
済 来賓の田村市長

界
は
、急
激
な
環
境
変
化
に
直
面
し
て
お

り
、事
業
の
発
展
と
地
域
経
済
を
支
え
る
た

め
の
〟大
き
な
変
革
〝が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

白
山
商
工
会
議
所
で
は
、健
康
経
営
の

推
進
と
と
も
に『
Ｄ
Ｘ
の
推
進
』を
重
点
施

策
に
加
え
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ

る
人
手
不
足
対
策
や
環
境
問
題
へ
の
対

応
、持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
創
造
に
向

け
て
、各
種
事
業
を
展
開
し「
地
域
中
小
企

業
の
活
性
化
と
地
域
経
済
の
活
力
強
化
」

に
向
け
、今
年
度
、新
た
に
中
期
事
業
計
画

『
ｆ
ｏ
ｒ　
サ
ス
ティ
ナ
ブ
ル・
Ｈａ
ｋ
ｕ
ｓ
ａ

ｎ�
Ⅱ
』を
策
定
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、会
員
に
寄
り
添
い
、会
員

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、会
員
各
位
の
負

託
に
応
え
る
た
め
、事
業
者
に
寄
り
添
っ

た
き
め
細
や
か
な
伴
走
型
支
援
を
戦
略
的

か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、地
域
総

合
経
済
団
体
と
し
て
、行
政
並
び
に
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、市
民
と
共
に
歩

む「
開
か
れ
た
市
民
会
議
所
」と
し
て
、輝

く
未
来
を
地
域
と
と
も
に
築
き
上
げ
る
気

概
で
、諸
施
策
の
企
画・
立
案・
提
言
等
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」と

式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
が

行
わ
れ
、会
員
企
業
の
四
十
三
名
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、勤
続
三
十
年
表

彰
の
金
沢
東
工
鋼
材
㈱
の
金
岩　
永
江
氏

が
、謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、元
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
日
本
代
表
で
金
沢
学
院
大
学
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
助
教
の
八
木　
か
な
え

氏
よ
り「
私
の
夢
の
か
な
え
方
」と
題
し
て

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
き
っ

か
け
や
、三
大
会
連
続
で
出
場
さ
れ
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
経
験
談
を
は
じ
め
、夢
の

実
現
に
向
け
た
目
標
の
立
て
方
な
ど
、企

業
経
営
に
も
通
じ
る
大
変
興
味
深
い
お
話

や
、こ
れ
か
ら
、教
員
及
び
ス
ポ
ー
ツ
大
使

と
し
て
、後
進
の
育
成
や
競
技
の
普
及
に

努
め
て
い
く
ご
自
身
の
意
欲
な
ど
幅
広
く

ご
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

終
了
後
、グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
白
山
に
て

交
流
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ
れ
、参
加
者
は

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

勤続 30 年表彰の金岩氏

永
年
勤
続
従
業
員
表
彰

（
敬
称
略・勤
続
年
数
順
）

勤
続
年
数
三
十
年
以
上

（
日
本
商
工
会
議
所
会
頭・

白
山
商
工
会
議
所
会
頭
連
名
表
彰
六
名
）

金
岩　
永
江　
金
沢
東
工
鋼
材
㈱

堤　
須
美
恵　
ケ
ン
コ
ー
食
品
㈱

山
崎　
邦
広　
加
賀
運
送
㈱

吉
田　
行
成　
㈱
吉
田
酒
造
店

西
野　
達
矢　
北
川
土
木
㈱

北
村　
　
義　
㈱
西
川
電
機
工
業
所

勤
続
年
数
二
十
年
以
上

（
白
山
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
十
七
名
）

東
出　
健
司　
協
和
道
路
㈱

徳
田　
明
彦　
㈱
エ
ス
ク

山
上　
　
孝　
㈱
吉
田
酒
造
店

作
田　
孝
光　
㈱
吉
田
酒
造
店

北
村　
　
聡　
加
賀
運
送
㈱

吉
森　
一
美　
㈱
永
井
鉄
工
所

佐
野　
　
充　
㈱
永
井
鉄
工
所

森
田
ゆ
か
り　
学
校
法
人
金
城
学
園

西
野　
孝
子　
㈱
歯
愛
メ
デ
ィ
カ
ル

南　
　
光
子　
㈱
歯
愛
メ
デ
ィ
カ
ル

坂
本　
慶
子　
㈱
歯
愛
メ
デ
ィ
カ
ル

北
村　
和
子　
㈱
歯
愛
メ
デ
ィ
カ
ル

酒
谷
由
紀
子　
㈱
歯
愛
メ
デ
ィ
カ
ル

黒
﨑　
敏
美　
㈱
歯
愛
メ
デ
ィ
カ
ル

佐
川　
桂
子　
㈱
歯
愛
メ
デ
ィ
カ
ル

中
保
有
香
里　
㈱
歯
愛
メ
デ
ィ
カ
ル

山
内　
健
司　
㈱
松
陽
建
設

勤
続
年
数
十
年
以
上

（
白
山
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
二
十
名
）

間
所　
泰
弘　
㈱
ヒ
サ
ヤ
ス

大
塚　
郁
朗　
学
校
法
人
金
城
学
園

神
島　
俊
宗　
㈱
吉
田
酒
造
店

山
田　
浩
史　
㈱
吉
田
酒
造
店

東
野　
優
美　
㈱
吉
田
酒
造
店

小
西
谷　
徹　
㈱
吉
田
酒
造
店

浜
屋　
　
堯　
ケ
ン
コ
ー
食
品
㈱

高
田
亜
希
子　
ケ
ン
コ
ー
食
品
㈱

虎
井　
静
子　
ケ
ン
コ
ー
食
品
㈱

細
川　
尚
也　
㈱
天
祥
閣

酒
井　
亮
平　
㈱
天
祥
閣

西
村　
章
寿　
㈱
天
祥
閣

瀬
田　
千
遥　
㈱
天
祥
閣

北
川
有
理
紗　
㈱
天
祥
閣

中
村　
純
子　
㈱
天
祥
閣

北
国　
重
吾　
松
矢
精
工
㈱

今
田　
聖
沙　
松
矢
精
工
㈱

魚
谷　
尊
人　
㈱
メ
タ
ル
グ
リ
ー
ン

北
川　
知
恵　
㈲
坂
上
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

宮
本　
秀
志　
加
賀
運
送
㈱

常
議
員
会

十
一
月
十
七
日（
金
）、令
和
五
年
度
第

三
回
常
議
員
会
が
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
白
山

に
て
開
催
さ
れ
、提
出
さ
れ
た
三
議
案
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
、全
議
案
と
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

第
三
十
三
回
会
員
大
会
　
盛
大
に
開
催
！
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委
員
会
だ
よ
り

地
域
交
流
委
員
会

藤
枝
商
工
会
議
所

観
光
振
興
委
員
会
と
の
交
流
会

十
月
二
十
四
日（
火
）地
域
交
流
委
員

会（
車
多
一
成

委
員
長
）は
、

友
好
商
工
会

議
所
で
あ
る

藤
枝
商
工
会

議
所
の
観
光

振
興
委
員
会

と
の
交
流
会

を
か
つ
新
で

開
催
し
、藤
枝

か
ら
は
十
名
、

渕
田
副
会
頭
、

福
住
副
会
頭
、

当
委
員
会
か

ら
十
三
名
が

参
加
し
ま
し

た
。軽
部
担
当

副
会
頭
の
挨

拶
に
よ
り
開

会
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は

初
顔
合
わ
せ

の
た
め
、互
い

に
自
己
紹
介

を
し
ま
し
た
。

ま
た
、交
流
会

に
は
田
村
市
長
も
駆
け
つ
け
、ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、懇
親
会
へ
う
つ
り
、藤
枝

商
工
会
議
所
の
樽
井
副
委
員
長
の
ご
発

声
で
開
宴
し
、コ
ロ
ナ
後
初
め
て
の
交
流

に
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。砂
﨑
副
委
員
長

の
挨
拶
に
よ
り
閉
宴
と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
、藤
枝・
観
光
振
興
委
員
会
の
皆

様
は
、白
山
市
内
の
白
山
比
咩
神
社
、㈱

車
多
酒
造
、道
の
駅
め
ぐ
み
白
山
を
見
学

し
ま
し
た
。

産
業
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
視
察
研
修

十
一
月
九
日（
木
）～
十
日（
金
）、地
域

交
流
委
員
会（
車
多
一
成
委
員
長
）は
、北

九
州
市
で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
二
回
全

国
産
業
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
視
察
研
修

会
に
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
、北
九
州
国
際
会
議
場
で
開
催

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、北
九
州
ら
し
い
も
の
づ
く

り
の
日
本
製
鉄
㈱
九
州
製
鉄
所
、㈱
安
川

電
機
、Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
㈱
、シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け

ん
㈱
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、北
九
州
の

産
業
観
光
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
現
在

に
至
っ
た
か
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
の
、懇
親
会
で
は
会
員
間
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

翌
日
は
、ロ
ボ
ッ
ト
工
場
の
安
川
電
機

㈱
と
鉄
鋼
製
造
の
代
表
で
あ
る
日
本
製

鉄
㈱
九
州
製
鉄
所
の
二
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
産
業
観
光
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に

参
加
し
、実
際
の
も
の
づ
く
り
の
現
場
を

体
験
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、住
宅
地
図
で
有
名
な

「
ゼ
ン
リ
ン
」の
博
物
館
を
見
学
し
ま
し

た
。現
存
最
古
世
界
図
を
は
じ
め
、地
図

の
変
遷
や
伊
能
忠
敬
に
よ
る
日
本
で
初

め
て
実
測
の
日
本
全
図
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。有
意
義

な
二
日
間
の
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

人
材
育
成
委
員
会

健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー

～
自
分
に
必
要
な
分
を
食
べ
る
～

当
所
人
材
育
成
委
員
会（
能
登
健
太
朗

委
員
長
）は
、十
一
月
十
五
日（
水
）に
北

陸
体
力
科
学
研
究
所　

健
康
経
営
エ
キ

ス
パ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
中
井
詔
子
氏

と
管
理
栄
養
士
中
﨑
衣
美
氏
を
講
師
に
、

健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
三
十
四

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
体
成
分
測
定
機
で
計

測
と
結
果
の
見
方
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、ヘ
ル
シ
ー
バ
イ
キ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。ヘ
ル
シ
ー
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
普

段
の
昼
食
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
取
っ
た
バ

イ
キ
ン
グ
料
理
の
カ
ロ
リ
ー
を
計
算
。厚

生
労
働
省・
農
林
水
産
省
策
定
の「
食
事

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」を
基
に
主
食・主
菜・

副
菜
の
量
と
バ
ラ
ン
ス
を
確
認
し
て
、ど

う
す
れ
ば
自
分
に
あ
っ
た
食
事
が
で
き

る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

し
て
い
る
人
に
し
っ
か
り
と
情
報
が
届
く

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
や
ネ
ッ
ト
で
社
会

の
情
報
を
調
べ
利
用
で
き
る
部
分
を
利
用

す
る
経
験
を
積
む
こ
と
が
大
事
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、世
の
中
は
勝
手
に
変
わ
っ
て
い

く
も
の
な
の
で
時
に
は
自
分
自
身
が
そ
の

変
化
に
対
応
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

第
四
講
で
は「
変
わ
る
時
代
、変
わ
る
経

営
」を
テ
ー
マ
に
、こ
れ
か
ら
の
時
代
は
Ａ

Ｉ
を
活
用
で
き
る
か
が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
く
る
た
め
、苦
手
だ
か
ら
と
い
う

理
由
で
使
う
の
避
け
る
の
で
は
な
く
、ま

ず
は
使
っ
て
み
て
慣
れ
て
い
く
事
が
必
要

に
な
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
を
使
う
こ
と
で
広
告
用
の
イ
ラ
ス

ト
や
情
報
収
集
を
効
率
よ
く
こ
な
す
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
早
め
に
慣
れ

て
い
く
事
が
で
き
れ
ば
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

に
つ
な
が
る
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
手
段
と
し

て
書
類
の
電
子
化
や
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

挙
げ
ら
れ
、全
て
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
任

せ
デ
ー
タ
上
で
の
や
り
取
り
で
完
結
さ
せ

る
こ
と
で
人
手
を
空
け
る
こ
と
も
で
き
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

最
後
に
商
売
は
客
が
い
る
場
所
で
行

い
、自
社
の
現
状
を
知
り
、ネ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
て
社
会
の
情
報
を
得
る
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
に
な
っ
て
い
く

と
し
て
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

製
造
業
部
会
　
視
察
研
修
会

十
一
月
一
日（
水
）～
二
日（
木
）製
造

業
部
会（
川
島
直
之
部
会
長
）は
、～
企
業

視
察
と
神
戸「
灘
の
酒
蔵
見
学
」・甲
子
園

球
場
見
学
ツ
ア
ー
～
と
題
し
て
視
察
研

修
旅
行
を
実
施
し
、部
会
員
八
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
兵
庫
県
明
石
市
の「
旭

光
電
機
㈱
明
石
工
場
」は
日
本
で
初
め
て

自
動
ド
ア
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
開
発

し
た
企
業
で
、そ
の
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
や

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
術
に
よ
り
自
動
ド
ア
、

鉄
道
、船
舶
の
分
野
を
は
じ
め
最
近
で
は

ロ
ボ
ッ
ト
、医
療
機
器
、食
品
な
ど
幅
広

い
分
野
へ
の
進
出
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。当
日
は
企
業
の
歴
史
、事
業
内
容

の
説
明
や
工
場
内
を
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

企
業
視
察
終
了
後
は
神
戸
市
内
へ
移

動
し
会
員
間
で
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

翌
日
は
新
神
戸
駅
近
く
の「
竹
中
大
工

道
具
館
」を
見
学
し
ま
し
た
。昭
和
五
十
九

年
に
㈱
竹
中
工
務
店
が
開
設
し
た『
日
本

で
唯
一
の
大
工
道
具
館
』で
大
工
道
具
の

保
存・展
示
に
加
え
て
、職
人
の
技
と
心
の

記
録
、木
の
文
化
の
理
解
促
進・伝
統
の
も

の
づ
く
り
な
ど
、幅
広
い
活
動
を
行
っ
て

お
り
、日
本
の
伝
統
と
革
新
の
建
築
美
も

随
所
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
は
神
戸
の
海
岸
沿
い
に
広
が

る
日
本
酒
の
聖
地
と
呼
ば
れ
る
灘
五
郷

の
中
か
ら「
菊
正
宗
酒
造
記
念
館
」を
訪

問
し
奈
良
県
の
吉
野
杉
を
使
用
し
た
最

高
品
質
の
樽
酒
づ
く
り
を
見
学
し
、試
飲

を
行
い
ま
し
た
。

昼
食
後
、阪
神
甲
子
園
球
場
の
歴
史
館

見
学
と
球
場
内
を
案
内
し
て
も
ら
う
ツ

ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。当
日
は
日
本
シ

リ
ー
ズ
の
試
合
直
前
と
い
う
こ
と
も
あ

り
球
場
周
辺
は
多
く
の
野
球
フ
ァ
ン
に

よ
り
熱
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
同
士
で
視
察
先
の
感
想
を
語

り
合
う
な
ど
よ
り
一
層
親
睦
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

建
設・不
動
産
業
部
会視察

研
修
会

当
所
建
設・
不
動
産
業
部
会（
加
藤
正

人
部
会
長
）は
、十
一
月
九
日
～
十
日
の

日
程
で
大
阪
方
面
へ
の
視
察
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

視
察
参
加
が
九
名
、ゴ
ル
フ
参
加
が
四

名
で
合
計
十
三
名
の
部
会
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
、現
地
で
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

一
日
目
は
舞
洲
ス
ラ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

を
視
察
。

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
建
築
家
、フ
ン
デ

ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
が
設
計
し
た
メ
ル
ヘ
ン

チ
ッ
ク
な
外
観
の
施
設
で
す
が
、大
阪
市

内
に
あ
る
下
水
処
理
場
十
二
箇
所
中
、八

箇
所
の
汚
泥
を
処
理
し
て
い
る
な
ど
高

い
処
理
能
力
を
持
っ
て
い
る
」、と
の
説

明
に
、参
加
者
は
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、万
博
記
念
公
園（
大
阪
府

吹
田
市
）や
、サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
の

ビ
ー
ル
工
場（
京
都
府
長
岡
京
市
）を
視

察
、岡
本
太
郎
の
デ
ザ
イ
ン
で
有
名
な

「
太
陽
の
塔
」内
部
の
見
学
や
、ビ
ー
ル
の

飲
み
比
べ
を
し
ま
し
た
。

一
泊
二
日
の
行
程
な
が
ら
、参
加
者
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、楽
し
く
充
実
し
た
研

修
に
な
り
ま
し
た
。



会報　白山商工会議所

2023.12   0607   2023.12

vol.226 会報　白山商工会議所

2023.12   0607   2023.12

vol.226

女
性
会
だ
よ
り

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業

『
も
っ
た
い
な
い
』を
笑
顔
に
か
え
る

当
所
女
性
会（
藤
田
喜
美
子
会
長
）が

取
組
む
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
は
、三
回

目
に
な
り
ま
す
。今
年
度
は
十
月
十
日
か

ら
四
日
間
、食
料
品
等
の
寄
付
を
募
り
ま

し
た
。女
性
会
会
員
、商
工
会
議
所
会
員
、

一
般
の
方
合
わ
せ
て
二
十
四
件
の
寄
付

が
あ
り
、食
品
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
品

物
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
食
料
品
や
日
用
品
は
、十
月

二
十
三
日
に
女
性
会
役
員
ら
が
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
、お
菓
子
な
ど
の
種
類
別
に
仕

分
け
し
、白
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
届

け
ま
し
た
。

寄
付
品
は
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ

て
、市
内
の
こ
ど
も
食
堂
や
、生
活
困
窮
者
、

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
等
へ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

沢山の寄付をありがとうございます

市
内
在
住
の
外
国
人
研
修
生
へ

支
援
品
セ
ッ
ト
を
贈
呈

ま
た
、二
十
八
日
に
は
、白
山
市
国
際
交

流
サ
ロ
ン
へ
小
分
け
に
し
た
支
援
品
セ
ッ

ト
を
持
込
み
、日
本
語
教
室
で
学
ぶ
諸
外

国
の
方
々
へ
手
渡
し
し
ま
し
た
。

今
回
、フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
寄
付・ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。（
企
業・個
人
　
五
十
音
順
）

（
株
）ア
ス
カ
設
備
研
究
所

（
株
）あ
め
ぜ
ん

（
有
）ア
ル
ソ
ア
た
な
か

（
株
）池
元

（
有
）オ
ー
ト
ハ
ウ
ス
上
田

オ
ダ
建
機（
株
）

（
有
）喜
成
建
設

小
端
サ
ー
ビ
ス

島
畑
商
事（
株
）

日本語教室のみなさん

セ
ン
コ
ー（
株
）

高
松
機
械
工
業（
株
）

佃
書
店

ナ
カ
ム
ラ
シ
ャ
ッ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
株
）

（
株
）西
工
建

旬
味
に
し
で

（
有
）ハ
ザ
マ
自
動
車

（
株
）林
管
工

（
有
）フ
ジ
タ
印
刷

ミ
キ
モ
ト
化
粧
品
杏
珠
営
業
所

（
株
）吉
田
酒
造
店　

中
村
芳
枝　
様

安
吉
乃
里
子　
様

た
く
さ
ん
の
寄
付
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

視
察
旅
行
　
秋
の
福
井
を
巡
る

十
一
月
二
十
四
日（
金
）に
、福
井
方
面

へ
の
視
察
旅
行

を
行
い
会
員

二
十
一
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

紅
葉
の
盛
り

の
永
平
寺
を
訪

ね
、九
頭
竜
川

沿
い
に
あ
る

黒
龍
酒
造
の

お
酒
を
核
に

し
た
複
合
施
設

「ESH
IKO
TO

（
え
し
こ
と
）」

で
日
本
酒
貯
蔵

施
設
の
臥
龍
棟
を
見
学
し
ま
し
た
。教
会

の
よ
う
な
荘
厳
な
雰
囲
気
の
室
内
に
は

石
造
り
の
貯
蔵
室
が
あ
り
静
か
に
発
酵

が
す
す
ん
で
い
ま
し
た
。室
内
に
は
龍
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
レ
リ
ー
フ
が
あ
り
、九

頭
竜
を
表
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
い
た

だ
き
地
産
地
消
の
食
卓
に
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、昨
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
の「
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物

館
」に
て
、ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
を
受
け

ま
し
た
。博
物
館
の
建
物
の
中
に
す
っ
ぽ

り
と
納
ま
っ
た
遺
構
や
、再
現
さ
れ
た

屋
敷
な
ど
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
遺
跡
を

じ
っ
く
り
と
見
学
し
ま
し
た
。

戦国時代の遺構が目の前に

藤枝商工会議所を知ろう!!友 好 コ ー ナ ー 第86回

藤枝商工会議所　令和5年度　議員懇談会を開催
「AIの進展で地域やビジネスはどうなる」10/30(月)
　藤枝商工会議所議員懇談会を開催し、国立大学法人電気通信大学副学長　坂本真樹氏を招き、「AIの進展で地域
やビジネスはどうなる」と題した講演会を行いました。
　感性をもつAI（人工知能）開発の第一人者である坂本氏が、自動運転におけるビジネスに向けての課題、自動運
転AIと人のコミュニケーション、AIが生成したものをどのように評価するかの重要性、仮想的な画像生成AIをど
のように現実的なものづくりに活かすかなどについて解説しました。特に日々、めまぐるしく進化する生成系AI
の中で、Chat GPTの回答精度を上げる方法について事例を示しながら説明しました。
　講演会終了後、講師の坂本氏を交えた懇親会も開催し、情報交換しました。

AI の進展について解説する坂本氏議員懇談会開催の様子

お
菓
子
作
り
教
室

親
子
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ー

十
一
月
二
十
六
日（
日
）、市
民
と
の
交

流
事
業
と
し
て「
お
菓
子
作
り
教
室
」を

北
安
田
町
の（
社
福
）佛
子
園
内
の
加
藤

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
に
て
開
催
し
、親
子

八
組
の
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

パ
テ
ィ
ス
リ
ー　

プ
テ
ィ・
レ
ー
ヴ

（
㈲
み
や
な
賀
）の
シ
ェ
フ
パ
テ
ィ
シ
エ

宮
永
豊
彰
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、最

初
に
講
師
が
作
り
方
を
実
演
し
た
後
、参

加
者
は
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
分
か
れ
、生
地

か
ら
作
り
、型
抜
き
を
し
、親
子
で
協
力

し
な
が
ら
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
し
た
。焼

き
上
が
っ
た
ク
ッ
キ
ー
に
は
、ア
イ
シ
ン

グ
を
し
て
、ク
リ
ス
マ
ス
向
け
の
カ
ラ
フ

ル
な
ク
ッ
キ
ー
に
仕
上
が
り
、親
子
で
お

菓
子
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

市
民
交
流
事
業

大
根
寿
し
づ
く
り
教
室

郷
土
料
理
　
大
根
寿
し
を
学
ぶ

十
一
月
二
十
三
日（
木・
祝
）、恒
例
事

業
で
あ
る
市
民
と
の
交
流
事
業「
大
根
寿

し
づ
く
り
教
室
」を
今
年
も
倉
部
町
の
㈱

銭
福
屋
に
て
開
催
し
、市
民
三
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

昨
年
同
様
に
浅
漬
け
、本
漬
け
工
程
を

講
師
が
実
演
し
、参
加
者
は
、作
業
工
程

を
見
る
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。今
年
も

㈱
銭
福
屋
会
長
の
西
竹
弘
明
氏
に
講
師

を
務
め
て
い
た
だ
き
、「
大
根
寿
し
」の
作

り
方
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き

ま
し
た
。

実
習
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、参
加

者
は
真
剣
に
メ
モ
を
取
り
、講
師
が
漬
け

た
大
根
寿
し
を
試
食
し
な
が
ら
味
を
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

材料の説明をする講師
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経営支援課　☎276-3811

商工会議所がお手伝いします。お気軽にご相談ください。補助金のご案内

支援策紹介

持続的な経営に向けた経営計画に基づく、小規模事業者等の地道な販路開拓等の取り組みや、業務効率化
の取り組みを支援するため、それに要する経費の一部を補助するものです。

〇補助上限：［通常枠］ 50 万円
〇補 助 率：2 ／ 3
〇 対象経費：機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費（オンラインによる展示会・

商談会 等を含む）、旅費、開発費、資料購入費、雑役務費、借料、設備処分費、委託・外注費補助額　
　〈補助金事務局　TEL　03-6632-1502〉

 ●小規模事業者持続化補助金 ［第15回受付締切　3月上旬頃］

起業しやすい環境を整え、持続可能な地域経済の発展を推進するため、白山市内において新たに事業所を
建築又は活用して事業を開始する起業家に補助金を交付します。

〇対 象 者　１．白山市に主たる事業所があること
　　　　　　２．会社または市内在住の個人事業主であること
　　　　　　３．申請時点で事業開始してから１年未満であること
〇補助金額　基本額：対象経費の２分の１（上限 30 万円）
　　　　　　加算額：若年者（40 歳未満）上限 20 万円／白山ろく地域上限 120 万円（併用不可）
〇対象経費　事務所や店舗等の開業に必要な次の費用（消費税等を除く）
　　　　　　工事費（建築、改修）、購入費（事務所・店舗、機械設備・備品）
　　　　　　最大 12 か月分の賃借料（事務所・店舗、土地、機械設備・備品、移動店舗）
　〈問合せ先　白山商工会議所　TEL　276-3811〉

 ●白山市起業家支援補助金

デジタル化の活用支援

みらデジは中小企業庁による中小企業者向けデジタル化支援ポータルサイトです。
「みらデジ経営チェック」「みらデジリモート相談」など、事業者の皆さんのデジタル化の経営課題を解決します。
全て無料で利用できますので、是非ご活用ください。

〈問合せ先　みらデジ事務局　TEL　03-6825-3104〉

 ●みらデジ

事務部門の効率化や IT を利活用した経営の改善、ペーパーレス化、システム導入に向けた課題など、デジタル化に取り組
む県内企業の課題解決に向けて、外部専門家を派遣し継続的な診断・助言を行うことを通じて、企業の発展・成長を促進す
ることを目指します。
〈問合せ先　ISICO　設備導入支援課　TEL　267-1174〉

 ●いしかわデジタル化推進アドバイザー派遣事業

皆様の課題やニーズに応じて、適切な専門家の選定や最適な派遣回数の設定など、専門事業全体をコーディ
ネートしますので、まずは日々の事業活動の悩みをお気軽にご相談ください。
【企業負担】無料
【派遣回数】以下の企業は上限無し（その他の企業は３回まで）
①売上減少企業、②再生支援案件、③事業承継案件、④粗利減少企業、⑤仕入単価高騰企業、⑥賃上企業、⑦創業予定者

 ●経営力強化総合支援アドバイザー派遣事業

専門家派遣制度のご案内 経営課題の解決の為に専門家を派遣します

金融（融資）のご案内 資金繰り対策の融資制度です

新型コロナウイルス感染症対策融資� ※利率は令和 5年 12月 1日現在

制度名 コロナマルケイ（国） コロナ特貸（国） 物価高騰対策等総合支援特別融資（県） コロナ借換融資（県）

融資限度額 1,000 万円 8,000 万円 1億円 8,000 万円

利率 当初 3年間 0.9％
（4年目から 1.20％）

基準金利
（当初3年間基準金利より▲
0.5%引下げ）

1.00％以内 固定 1.00％以内（10年以内）
変動 1.15％以内（10年超）

融資期間
（据置期間）

運転 20年（5年）
設備 20年（5年）

運転 20年（5年）
設備 20年（5年） 10年（5年） 15年（5年）

売上減少要件 5％以上 5％以上 5％以上 3％以上

担保・保証 無担保・無保証 無保証 信用保証必須（保証料免除） 信用保証必須

主な公的融資制度� ※利率は令和 5年 12月 1日現在

制度名 マルケイ（国） 小口零細融資（県） 地域商工業活性化融資一般分（県） 中小企業経営安定支援資金（市）

融資限度額 2,000 万円 2,000 万円 5,000 万円
（特認 2億円）

1,500 万円（運転）
2,000 万円（設備）
3,500 万円（特認）

利率 1.20％ 1.70％ 1.80％以内（付保 1.40％）
※ 10年超は変動金利

1.55％以内（運転）
1.70％以内（設備）

融資期間
（据置期間）

運転 7年（1年）
設備 10年（2年）

運転 5年（1年）
設備 7年（1年） 15年（2年） 運転 7年（1年）

設備 10年（2年）

担保・保証 無担保・無保証 無担保・信用保証必須 金融機関の取り扱い 金融機関の取り扱い

 ●金融（融資） 詳しい内容や条件は当所の経営指導員までお問合せください。

 石川県からのお知らせ  

アートレンタルいしかわ（障がい者アートレンタル事業）のご案内
　Art Rental Ishikawa（アートレンタルいしかわ）は、障がいのあるアーティストの複製画をレンタルするサービスです。
会社やお店に個性豊かなアート作品を飾ることで、空間を彩るだけではなく、障がいのある人と社会をつなぐきっかけにも
なります。

　■�利用料金� 月額 4,000 円／１作品
　■�レンタル期間� １カ月～
　■�レンタルの流れ� 詳細は特設ホームページからご確認ください
　■�レンタル作品� 58 作品

アートレンタルいしかわの特徴
◆�アートレンタルいしかわでは、利用料金のうち１,000 円をアーティストへ報酬として支払うことで、新たな作品
への創作意欲の向上につながるとともに、作品が展示されることで、障害のある人の自立や社会参加を促すこと
ができます。
◆�本サービスを利用することで、企業の社会貢献活動や SDGs 等への取り組みにつながります。

実施主体：石川県（健康福祉部障害保健福祉課）　電話番号：076-225-1549
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健康経営の認定状況
・白山商工会議所健康経営宣言（平成30年6月認定）

白山商工会議所「健康経営宣言」
生活習慣の改善と運動の促進を図ります

健康課題
従業員が少数で、個の負担が大きいのが特有の業種であり、病気や不測の事態による欠員リスクを軽減させ
る為の取り組みが必要と感じています。 

取組内容
①血圧計、体組成計を設置し自身の健康状態を管理できるようにしました。 
② ①以外の項目についてはアプリを導入（ウォッチ型）心拍、ストレスレベル、歩数、消費カロリーを管理

できるようにしました。 
③ 自身のカラダを知る為、がん早期発見キットN-NOSE検査を（今年からケツケンに移行）会社負担で実

施、発覚した場合の入院、医療費用も会社負担にしている。 
④ 週１回以上のウォーキング通勤を推奨、服装も自由に運動靴可で顧客にも理解を頂いている。 
　出勤、退社時間も夏季、冬季で調整。 
⑤こまめな水分摂取を推奨、誰でも常に摂取できるよう、冷蔵庫に500mlペットボトル飲料を常備。 
　健康につながるレシピアプリを導入して普段の食生活改善にもつなげている。

活動の成果と今後の計画
　自身のカラダを客観的に数値として「見える」ようにしたことで、個々の自主的な健康推進につながってい
ると実感しています。④のウォーキング通勤の実施は当初、反対が多かったが続けていくことでストレスレベ
ル数値が改善され、仕事効率も良くなっている様に思います。
　高齢化がすすんでいく中、当社は高齢になっても永く楽しく働いていただける環境つくりを目指していきた
いと思っています。

・事業所名　株式会社ピア・エージェント
・代表者名　佐野 修人　　・設立　平成18年8月　　・従業員数　4名
・業種　損害保険及び生命保険代理業

健 経康 営 会員企業の取組事例の紹介会員企業の取組事例の紹介
健康経営推進にお役立て下さい。

会社概要　

今こそ
!!

スマートウォッチで見れるアプリ画面
（左）心拍数、ストレスレベル、消費カロリー等
（右）月毎の歩数、運動強度等管理画面

血圧計を設置

レシピアプリの導入

高血圧は自覚症状がなく、 
測らないと自覚できません。 
血圧管理を行うことで、日頃
から社員の健康意識を高めて
いくことが重要です。 

電子取引の電子保存義務化が始まります！
～電子帳簿保存法の対応準備について～

文：宮西邦夫税理士事務所　小木曽　史佳　氏（税理士）
電子帳簿保存法とは
電子帳簿保存法とは、帳簿などの書類をデータで保存するルールを定めた法律です。
電子帳簿保存法では、「電子帳簿保存」「スキャナ保存」「電子取引」という3つの保存制度が定められています。

①電子帳簿保存
　 会計ソフトで作成している仕訳帳・総勘定元帳・売上帳・仕入帳などの帳簿や貸借対照表・損益計算書などの

決算関係書類、パソコンで作成した請求書・納品書・領収書などをプリントアウトせずにデータのまま保存
するためのルールです。

②スキャナ保存
　 取引相手から紙で受け取った契約書・

見積書・注文書・納品書・請求書・領収
書などの書類をスマホやスキャナで
読み取って電子データとして保存す
るためのルールです。

③電子取引
　 WEB上で確認できる領収書や電子

メールで受領した請求書・見積書など
電子的に送受信した情報を電子デー
タで保存するルールです。

　 電子取引のデータ保存は令和6年1月
1日より義務化されるため、事業者は対応が必須となります！

義務化される電子取引データの保存とは
現在、受領している領収書や請求書の中
に右記の電子取引データにあてはまる
ものはありませんか？
令和6年1月1日から「電子取引でやり取
りした書類はデータのまま保存しなけ
ればならない」ことになっています。つ
まり、これまで認められていた電子取引
データの紙のみでの保存ができなくな
ります。
対応としては、①専用のソフトウェアを
利用して保存する方法、②一定のルール
を定め任意のフォルダに保存する方法の２つが考えられます。②の場合には、訂正削除防止に関する「事務処
理規程」を設け、日付・金額・取引先名の検索機能を確保するルールのもと、任意のフォルダに保存することに
なります。
※ 基準期間の売上高が5,000万円以下の小規模事業者は一定の条件のもと検索機能が不要

になります。
電子帳簿保存法をもっと詳しく知りたい方は、国税庁HPの「電子帳簿保存制度特設サイト」
をご覧ください。（右記二次元バーコードからも確認できます。）
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制度名� 業　種 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合計
日本政策金融公庫
経営改善貸付

0� 0� 0� 0� 1� 5,500� 0� 0� 1� 5,500�
2� 7,750� 8� 51,140� 1� 5,500� 3� 20,200� 14� 84,590�

県追認小口融資 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�

県経営安定支援融資 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
2� 16,000� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 2� 16,000�

県事業転換支援融資 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�

県地域商工業活性化融資 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
2� 45,000� 2� 17,700� 0� 0� 3� 36,330� 7� 99,030�

県小口零細融資 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
1� 5,000� 3� 10,500� 1� 5,000� 2� 10,900� 7� 31,400�

県創業者支援融資 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�

県経営力強化保証 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�

市中小企業
経営安定融資

0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�

市中小企業
特別支援融資

0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�

市店舗近代化
資金融資

0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�

県新型コロナウイルス感染症
特別融資

0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�
0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�

合　　　計 0� 0� 0� 0� 1� 5,500� 0� 0� 1� 5,500�
7� 73,750� 13� 79,340� 2� 10,500� 8� 67,430� 30� 231,020�

白山商工会議所取扱融資状況 令和 5年 11 月末現在
業種欄：上段：当月分、下段：今年度累計� （単位：千円）

会議所の動き（12月20日～1月31日）
12月
20日（水）
21日（木）
22日（金）
27日（水）

金融審査委員会
正副会頭会議
青年部正副会長会議
白山市への要望書提出

令和6年
1月
4日(木)

15日(月)
16日(火)
22日(月)
26日(金)

新年互礼会
青年部理事会
正副会頭会議
金融なんでも相談
青年部正副会長会議
青年部臨時総会・新年会員交流会

今後の主な予定
令和 6 年 2 月29日（木）　第4回総務委員会
　　 � 　 3 月11日（月）　第4回常議員会
　　 � 　 3 月29日（金）　第2回通常議員総会

年末年始業務のご案内年末年始業務のご案内
12月29日（金）から
新年1月3日（水）までの
期間は閉所とさせていただきます。

北陸信越は、改善。製造業では、気温の低下に伴って冬物衣料の売れ
行きが増加傾向にあり、衣料品関係を中心に採算が改善した。卸売業
でも、気候の変化で動きが活発な衣料品関係を中心に、売上・採算が
改善した。
一方、この冬は暖冬となる予報が出ており、今後の冬物衣料の売れ行
きが伸び悩むことを懸念する声も聞かれた。
　● 人の動きが活発になり、土産店や飲食店からの受注は増えて売上
は上昇しているが、輸送費や電気代の高騰で利益率は悪化してい
る（酒類製造業）

　● 物価高の影響で消費者の購買意欲が引き続き低調であり、売上が
伸びていない。加えて、電気代の高騰に伴うコスト負担増が大き
い中、販売価格を上げてしまうと一層の買い控えにつながってしま
うため、価格転嫁もできない状況である（総合スーパー）

　● インバウンド需要が増加しており、客室稼働率も良好。より多くの
宿泊客確保に向けて補助金を活用して改修工事も行っている。一
方で、エネルギー価格の高騰による収益圧迫や、需要増に対応す
るための人材確保など、対応すべき課題は山積している（宿泊業）

北陸信越の業況動向

全産業合計の業況DIは、▲9.7（前月比＋0.8ポイント）。建設業は、
受注が堅調な公共工事が下支えし、改善した。卸売業は、飲食・宿泊
業からの飲食品関連の引き合いが増加し、改善した。製造業は、自動
車関連が好調な一方、円安による輸入部材の高騰で横ばいにとどまり、
サービス業は、飲食・宿泊業で客足が回復基調にあるものの、エネルギー
価格の高騰等によるコスト増で力強さを欠いている。また、小売業は、
物価高による買い控えが継続し、悪化となった。原材料価格やエネル
ギー価格の高騰に加え、人手不足に伴う人件費の上昇等、コスト負担
は増加が続いている。コストに見合う十分な価格転嫁が行えていない中、
深刻な人手不足も続いており、中小企業の業況は足踏みが続いている

全国の状況

LOBO調査
商工会議所早期景気観測 調査期間：

2023年11月14日～20日
調査対象：全国 328 商工会議
所の会員 2,474企業

今回の調査ポイント
業況 DI は、物価高と人手不足で一進
一退。先行きは、不透明感拭えず、
慎重な見方続く。

景気天気図
前年同月比 先行見通し

全国 北陸信越 全国 北陸信越

全業種
▲ 9.7 ▲ 13.5 ▲ 13.6 ▲ 22.1

建設業
▲ 11.7 ▲ 28.1 ▲ 14.9 ▲ 37.5

製造業
▲ 10.2 ▲ 15.0 ▲ 12.4 ▲ 17.5

卸売業
▲ 12.0 ▲ 27.8 ▲ 16.1 ▲ 16.7

小売業
▲ 18.7 ▲ 24.0 ▲ 18.7 ▲ 36.0

サービス業
0.2 8.3 ▲ 8.9 ▲ 10.4

特に好調
（50<D1）

好調
（25<D1<50）

まあまあ
（0<D1<25）

不振
（▲25<D1<0）

きわめて不振
（D1<▲25）

DI=（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

今月の調査結果の詳細、トピックス等
が見られます。サイトをチェック！

建設業

技術者等の深刻な人手不足や建設資材価格・エネルギー価格の高騰は継続しているものの、受注が堅調に推移する公
共工事が下支えし、改善。事業者からは働き方改革の施行に先んじて、労働環境の改善に努めているとの声も聞かれた。

製造業

自動車関連の生産・出荷が好調な一方、円安の伸長による輸入部材価格や電気代等のエネルギー価格の高騰によるコ
スト増が重荷となり、ほぼ横ばい。

卸売業

梱包資材価格の高騰や在庫保管に伴う電気代等のコスト負担増は継続しているものの、客足の回復基調が続く飲食・
宿泊業からの飲食品関係の引き合いが増加し、改善。

小売業

長引く物価高で消費者の買い控え・来店頻度の減少が継続する中、最低賃金の引上げに伴う人件費の増加や電気代等
のコスト負担増、深刻な人手不足も重なり、悪化。

サービス業

客足の回復が続く飲食・宿泊業やインバウンド増加の恩恵を受ける観光業では堅調に推移する一方、物価高による生
活関連サービスの需要停滞や仕入価格・エネルギー価格の高騰によるコスト増、深刻な人手不足が下押しし、ほぼ横
ばい。

業種別の動向 前月と比べたDI 値の動き　　　　 改善　　　　 ほぼ横ばい　　　　 悪化
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アクサ生命保険株式会社　白山分室　
〒924-0871　白山市西新町159-2　松任産業会館4階　
℡（076）274-3318

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔
慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共
済制度／福祉制度でサポートしています。

「全国消防団応援の店」の登録店舗の募集について「全国消防団応援の店」の登録店舗の募集について
地域防災の要として活動いただいている消防団を応援するため、消防団員とその
活動を支えているご家族に対して、割引きなどのサービスを提供していただける
「全国消防団応援の店」の登録店舗を募集しています。
登録された店舗は、日本消防協会ホームページに掲載されます。
詳しくは日本消防協会ホームページまたは白山市ホームページをご覧いただくか
白山市危機管理課までお問合せください。

TEL：274-9536
MAIL：kikikanri@city.hakusan.lg.jp

各種無料個別相談会一覧表

セミナー等開催のご案内 ※詳細は同封案内チラシをご参照ください。

今月の個別相談 開催期日 相　談　員 備　　考

金融なんでも相談 1月16日（火）
10:00～12:00 日本政策金融公庫　担当者 1月 15 日（月）

16 時までに要予約

メンタルヘルス
個別相談

毎週月曜日
10:00～16:00

白山商工会議所健康経営推進アドバイザー
宮森　弘美　氏 要予約

法律相談 随　時 弁護士
要予約
申込後に相談員との日程
調整を行います。ご希望
に沿った日程で調整しま
すので、お早めに申込み
ください。

事業承継相談 随　時 税理士

SDGs 個別相談 随　時 中小企業基盤整備機構北陸本部 担当者

※相談は無料です。

●日　時　1月26日（金）午後2時～3時30分
●場　所　白山商工会議所3階研修室
●講　師　松浦　幸夫　氏（税理士）
●受講料　無料
●内　容　�青色申告決算、確定申告に必要な作業と手続きの流

れ、税制改正のポイントなどを分かりやすく解説いた
します。

　　　　　�決算処理では決算整理、家事費の按分、減価償却な
どが必要となります。

いつでも・どこでも気になるテーマのセミナーを好きなだけ見る
ことができるＷEBセミナーです。
セミナータイトルは600以上！幅広い豊富なラインナップから自
社の課題解決ツールとして是非、ご活用ください。

詳細は白山商工会議所ホームページ及び
右記二次元バーコードよりご確認ください。
※ご視聴には IDとパスワードが必要です。
【ID】会員番号（7桁）
【パスワード】3811

青色申告決算説明会

企業が求める資格、第1位!!
第166回 日商簿記検定試験のご案内

◆申込期間� 1月9日（火）～1月26日（金）
◆受験料（税込み）� 2級　4，720円
� 3級　2，850円
�

2月25日（日） 白山商工会議所試験日 場　所
◆申込方法　�インターネットからもお申し込みが

できます。
https://hakusancci.or.jp/
窓口受付も行っております。
（平日9時～17時）

会員限定WEBセミナー
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今月の
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岡
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さん
勤務先：共伸工業（株）

お仕事：製造

趣　味：ゲーム

ひ と言：今年の 4月に新卒で入社しました。

毎日、先輩方の仕事の技術や知識に圧倒され

ています。少しでも近づけるように、教えて

いただいたことをしっかりと自分の物にして

いきます。

株式会社グランツホクリク
電子部品の実装・完成品までの一貫生産

当社では、ETC車載器、医療機器、防災関連機器、エレベーター、エスカレーター、コンビニのコーヒーメーカーなど様々
な電子機器の心臓部となる電子ユニットを製造しています。
日本メーカーの国際競争力の低下、半導体不足など、わが社を取り巻く環境は目まぐるしく変化していますが、モノづく
り日本を支えているという気概と誇りを胸に、社員一丸となって、これからも前進し続けます！

会員紹介コーナー・今月のあさがおさんは、会員であればどなたでも無料で掲載（1回限り）できます。ご希望の方は、事務局へご連絡下さい。

会員紹介
コーナー

　今年もあと数日で終わり、新しい年を迎えます。今
年は振り返ってみてどのような 1年でしたでしょう
か。個人的には仕事で新しいデジタルツールを使う
必要に迫られた年でした。機能操作は目新しいことは
少ないのですが、いままでにない作業手順に手こずる
日々でした。来年は使いこなして更なる効率アップを
目指したいと思います！皆さまもよいお年を！
　ご意見、ご感想などお待ちしております。（竹田）
� E-mail：takeda@hakusancci.or.jp

編集後記

代　表� 辻　幸雄
住　所� 白山市橋爪町 476番地
業　種 � 電源ユニット・コントロールユニット製造業

T E L� 076-277-4000（代表）　　　
F A X� 076-277-4011
U R L� http://glanzhokuriku.co.jp/


